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本論文は日本と韓国の近代文学に現れた父子関係の様相を、島崎藤村 (1872 -1943) と廉想渉(ヨム・サンソプ、








第 2 章 iW破戒』と『万歳前JJ では、両作品が対比して分析され、通過儀礼としての旅を通して主人公がく負〉の
父性原理の支配する社会や家を発見し、自己のアイデンティティーを自覚し異国の地を求めて出発するという共通の
テーマが存在することが指摘される o
第 3 章 iW春』と『標本室の青蛙JJ では、 く狂気〉というモチーフを中心に両作品が分析され、この狂気の言説を
粛すものとしての近代化の中にある家におけるく父親の不在〉の意味が考察される o
























とはいえ、本論文が幾つかの間題点を含んでいることも事実であるo 構成においては、第二部では第 l 章と第 2 章
を関連づけまとめる章が必要であろう。内容のうえでは、 〈捨子意識〉という概念がやや暖昧であること、第二部第
2 章に第一部の反復が多く十分な展開がなされていないこと、付章において、牧野信ーの作品の捉え方が不十分なこ
となどがまず指摘できる o また廉想渉自身の紹介や韓国の自然主義文学がどういうものであったかなどテキストの背
景についてさらに十分な説明があれば、比較の意味が一層明確になったと思われる。
しかし、これらの諸問題は、本論文全体の価値を損なうものではなく、研究の深化によってさらに充実した成果に
達するための課題として考えられるべきものである。よって、本審査委員会は、本論文を博士(文学)の学位を付与
するにふさわしい内容を有するものと認定するo
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